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日 本 語 で 自 分 を 語 る た め の 実 践 と 指 導  

― 自 己 分 析 に 基 づ く 自 己 Ｐ Ｒ 文 の 叙 述 を 中 心 に ―  
 

高 橋 恭 子  

東 呉 大 学 日 本 語 文 学 系 講 師  

 

【 要 旨 】  

 企 業 な ど の 入 社 面 接 試 験 で 、 学 生 が 自 分 の 性 格 や 能 力 な ど の 長 所

に つ い て 話 す た め に は 、 自 分 自 身 に つ い て 十 分 に 認 識 し て い る こ と

が 必 要 で あ る 。 だ が 、 自 分 の 何 を 、 ど の よ う に 語 れ ば よ い か を し っ

か り と 把 握 で き な い 学 生 が 多 い の が 現 状 で あ る 。  

 本 稿 は 、 就 職 を 控 え た 大 学 日 本 語 学 科 4 年 生 の 学 生 が 、 日 本 語 に

よ っ て 自 分 の 長 所 を 語 れ る よ う に な る こ と を 目 標 に 、 自 己 分 析 に 基

づ く 自 己 Ｐ Ｒ の し か た を 中 心 と し て 、 指 導 計 画 と そ の ね ら い の 妥 当

性 に つ い て 考 察 し た も の で あ る 。  

こ の 指 導 で は 、 実 際 に 始 め か ら 日 本 語 で 自 己 分 析 を す る こ と を 課

題 と し て 与 え る こ と に 特 徴 が あ る 。 そ の 作 業 を 通 し て 、 自 分 の 長 所

を 語 る た め に 必 要 な 題 材 の 選 択 や 叙 述 の 要 領 が 、 自 立 的 に 習 得 さ れ

て い く か ら で あ る 。 ま た 、 Ｐ Ｒ 点 を 裏 づ け る エ ピ ソ ― ド 文 の 作 成 で

は 、 何 度 も 推 敲 を 重 ね さ せ る こ と に よ っ て 、 最 も 伝 え た い 部 分 が 凝

縮 さ れ て い く こ と も で き る 。  

し か し 、自 己 Ｐ Ｒ 文 完 成 ま で の 過 程 で は 、（１ ）表 現 内 容 の 具 体 性

の 欠 如 、（ ２ ） 説 明 過 程 で 生 じ る ア ン ロ ジ カ ル な 表 現 、（ ３ ） 語 彙 選

択 の 不 適 切 さ な ど 、 学 生 が 犯 し や す い 叙 述 の 問 題 点 が ク リ ア さ れ な

け れ ば な ら な い 。 そ れ を 克 服 す る こ と に よ っ て は じ め て こ の 学 習 の

成 果 が 期 待 で き る と 同 時 に 、 こ の 自 己 Ｐ Ｒ の 内 容 は 面 接 試 験 の 質 疑

応 答 の 場 で も 応 用 で き る と 考 え ら れ る 。  

 

【 キ ― ワ ― ド 】 自 己 Ｐ Ｒ 、 自 己 分 析 、 エ ピ ソ ― ド 、 振 り 返 る 、 推 敲  
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専 門 能 力 に 関 す る 年 齢 別 分 析  
－ 台 湾 北 部 の 後 期 中 等 教 育 日 本 語 教 師 を 中 心 に －  

 
1 謝  嫣 文  2 佐 野  誠  

1 & 2 開 南 大 学 応 用 日 本 語 学 科 助 理 教 授  

           

【 要 旨 】  

 

本 稿 の 目 的 は 台 湾 北 部 高 校 日 本 語 教 師 の 専 門 能 力 を 明 ら か

に し よ う と す る も の で あ り 、 そ の 結 果 は 効 果 的 な 研 修 プ ロ グ

ラ ム の 計 画 や 日 本 語 教 員 養 成 教 育 の 改 善 に 資 す る と 考 え る 。

北 部 高 校 日 本 語 教 師 を 対 象 と し 、1 0 2 部 の 調 査 票 を 分 析 し た 結

果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

 

1 .「 2 9 歳 以 下 」 の 高 校 日 本 語 教 師 は 「 言 語 と 教 育 に 関 す る

領 域 」、「 社 会 ・ 文 化 ・ 地 域 に 関 す る 領 域 」、「 言 語 使 用 に

関 す る 領 域 」 に 対 し 、 自 己 評 価 の 平 均 得 点 に 差 異 が あ る

こ と が 見 出 さ れ た 。  

2 .「 3 0 歳 以 上 3 9 歳 以 下 」、「 4 0 歳 以 上 4 9 歳 以 下 」、「 5 0 歳 以

上 」 の 高 校 日 本 語 教 師 は 「 言 語 一 般 に 関 す る 領 域 」、「 言

語 と 教 育 に 関 す る 領 域 」、「 社 会 ・ 文 化 ・ 地 域 に 関 す る 領

域 」 に 対 し 、 自 己 評 価 の 平 均 得 点 に 差 異 が あ る こ と が わ

か っ た 。  

3 .各 年 齢 層 ( 4 群 間 )か ら み た 高 校 日 本 語 教 師 の 自 己 評 価 の 平

均 得 点 に 差 異 が 見 ら れ た の は 「 言 語 と 教 育 に 関 す る 領 域 」

で あ っ た 。  

 

【 キ ー ワ ー ド 】 後 期 中 等 教 育 、 日 本 語 教 師 、 専 門 能 力 、 自 己

評 価 、 年 齢 別  
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松 本 亀 次 郎 と 蔡 茂 豊 の 共 通 点  

― 日 本 語 教 育 史 の 観 点 か ら 見 る ―  

 

陳 芳 華  

東 呉 大 学 日 本 語 文 学 科 博 士 課 程  

 

【 要 旨 】  

 

戦 前 の 中 国 人 留 学 生 教 育 及 び 中 国 の 京 師 法 政 学 堂 で の 中 国 人 を 対

象 と し た 日 本 語 教 育 に 献 身 し た 松 本 亀 次 郎 は 、 1 9 0 3 年 か ら 1 9 4 5 年

ま で に 最 も 多 く の 中 国 人 を 教 え た 日 本 語 教 師 と し て 知 ら れ 、没 後 6 5

年 が 経 っ た 現 在 も 記 念 行 事 が 行 な わ れ て い る 。 一 方 、 蔡 茂 豊 は 戦 後

台 湾 人 日 本 語 教 育 界 の 牽 引 役 を 務 め 、 そ の 普 及 に 苦 労 を 惜 し ま な か

っ た 台 湾 を 代 表 す る 日 本 語 教 育 者 で あ る 。  

筆 者 は 両 者 を 日 本 語 教 育 史 観 、 教 育 観 、 教 材 観 、 教 授 法 観 等 の 観

点 か ら 対 照 比 較 し 、時 空 を 超 え た 共 通 点 を 摸 索 し 、引 き 出 す こ と で 、

両 者 の 中 国 人 に 対 す る 日 本 語 教 育 者 と し て 備 え ら れ た 特 徴 の 提 出 を

試 み た 。  

 本 稿 で は 、 ２ つ の 異 な る 時 代 の 背 景 と 共 に 日 本 語 教 育 に 従 事 し た

両 者 の 歩 み を 通 し て 両 者 に 見 ら れ た 1 2 の 共 通 項 目 を 提 出 す る 。  

 

【 キ ー ワ ー ド 】 比 較 日 本 語 教 育 史  比 較 日 本 語 教 育  松 本 亀 次 郎  

蔡 茂 豊  共 通 点   
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シ テ オ ク 文 を 含 む 文 脈 の 類 型 化  

－ 準 備 性 の 強 弱 に 着 目 し て －  

 

李 京 保  

国 立 高 雄 大 学 東 ア ジ ア 言 語 文 学 科 助 理 教 授  

 

【 要 旨 】  

 

本 稿 は 、 如 何 な る 文 脈 で の シ テ オ ク 文 か ら 準 備 性 が 強 く 窺 え 、 如

何 な る 文 脈 で の シ テ オ ク 文 か ら 準 備 性 が 希 薄 に な っ て い る の か を 明

ら か に す る と こ ろ に 狙 い が あ る 。 そ こ で 、 本 稿 は 文 末 に く る シ テ オ

ク 文 を 一 貫 し て 文 章 の レ ベ ル で 考 察 し 、 シ テ オ ク を 含 む 文 脈 を 類 型

化 し た 。 そ の 結 果 、 シ テ オ ク 文 の 文 脈 を そ の 構 造 ・ 意 味 上 の 相 違 か

ら 、 ≪ 効 果 型 ≫ ≪ 理 由 型 ≫ （ ≪ 理 由 [後 ]型 ≫ ≪ 理 由 [今 ]型 ≫ ） ≪ 説

明 型 ≫ （ ≪ 説 明 [先 行 ]型 ≫ ≪ 説 明 [非 先 行 ]型 ≫ ） ≪ 終 結 型 ≫ 、 と い

う ４ 種 ６ 類 を 提 案 し た 。 そ し て 、 ４ 種 ６ 類 の う ち 、 ≪ 効 果 型 ≫ ≪ 理

由 [後 ]型 ≫ ≪ 説 明 [先 行 ]型 ≫ は 、 そ の シ テ オ ク 文 の 行 為 か ら 準 備 性

が 強 く 読 み 取 れ る 場 合 が 多 く 、 ≪ 理 由 [今 ]型 ≫ ≪ 説 明 [非 先 行 ]型 ≫

≪ 終 結 型 ≫ は 準 備 性 が 希 薄 に な っ て い る 場 合 が 多 い こ と を 明 ら か に

し た 。  

 

【 キ ー ワ ー ド 】 補 助 動 詞 、 シ テ オ ク 文 、 文 脈 、 意 味 機 能 、 準 備  
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感 情 形 容 詞 文 に お け る「 カ モ シ レ ナ イ 」、「 ミ タ イ ダ 」の

許 容 度 に 見 ら れ る 世 代 差  

  

國 澤 里 美  

名 古 屋 大 学 大 学 院 国 際 言 語 文 化 研 究 科 博 士 課 程  

 

【 要 旨 】  

  

本 稿 は 認 識 を 表 す モ ダ リ テ ィ 形 式 「 カ モ シ レ ナ イ 」、「 ミ タ

イ ダ 」 の 用 法 に 世 代 差 に よ る 違 い が あ る こ と に つ い て 論 じ た

も の で あ る 。  

話 し 手 の 感 情 ・ 感 覚 を 述 べ る 場 合 、 ( 1 a ) や ( 2 a ) の よ う に 形

容 詞 単 独 で 用 い る の は 自 然 で あ る が 、( 1 b )や ( 2 b )の よ う に「 カ

モ シ レ ナ イ 」、「 ミ タ イ ダ 」 を 使 っ た 表 現 は 不 自 然 で あ る と 思

わ れ る 。  

 

 ( 1 a )   （ 料 理 を 食 べ て ） お い し い 。  

 ( 1 b )  ?（ 料 理 を 食 べ て ） お い し い か も 。  

 ( 2 a )   （ 私 は ） 気 配 り が で き る 人 が 好 き 。  

 ( 2 b )  ?（ 私 は ） 気 配 り が で き る 人 が 好 き み た い 。  

 

し か し 、 筆 者 が 行 な っ た ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る と 、 世 代 が

下 が る ほ ど ( 1 b ) や ( 2 b ) の 許 容 度 が 高 く な る 傾 向 が 見 ら れ た 。

本 稿 は こ の よ う な 世 代 差 が 「 視 点 」 の 違 い に あ る こ と を 主 張

す る 。  

 

【 キ ー ワ ー ド 】 カ モ シ レ ナ イ 、 ミ タ イ ダ 、 視 点 、 世 代 差 、 感

情 形 容 詞 文  
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